子どもの権利条約フォーラム２０１２inあいち

分科会24　医療における子どもの権利を考える
特定非営利活動法人　子ども健康フォーラム
　NPO法人子ども健康フォーラム（NPO法人認可2003年）は、病院などの医療施設における子どもの療養環境の改善として、1997年から研究会活動、病院でのイベントの開催、病院の周囲にある森での里山活動や院内プレイルームの整備などの提案と実践を行ってきました。
小児医療の現場においては、病気の内容や治療の効果を子どもにも分りやすく説明するプリパレーション、治療や検査における痛みを紛らわすディストラクションといった具体的な実践が行われるようになってきました。

病院は病気を治す治療の場かもしれませんが、子どもにとっては非日常とはいえ実体験の場として、子どもの成長に大きな影響を与えます。子どもたちが治療に前向きに関われるような取り組みや、病院の中に安心してすごすことの出来るプレイルームの整備は、医療施設における子どもの人権を守る取り組みの一部として、評価されます。実際にプレイルームがあることで、「ほっとすることができた」といった感想を聞くことができます。
子どもの権利条約フォーラム2012in愛知における分科会にて、ＮＰＯ法人子ども健康フォーラムでは、こうした取り組みの説明と実践を、大学研究室や専門医療施設のスタッフにより行います。具体的な取り組みを見ることのできる場となりますので、是非、ご参加いただきますよう、お願いいたします。
開催日時：平成24年11月25日（日）午前（10時～12時）
対象：主におとな（こどもにもわかりやすく説明します）
参加受入人数：30名
参加費用：大人1000円、学生　無料（フォーラム参加費用、他の催しにも参加可能）
出席申込：１１月1５日までにhttp://crc-aichi.kodomo-npo.or.jpより、申し込みください。
フェイスブックでも「子どもの権利条約フォーラムinあいち」で見られます。

分科会プログラム
進行役：佐藤高子
1． 医療施設における子どもの人権　　子ども健康フォーラム理事長　長嶋正實　　　　　　　　　30分

2． プリパレーション・ディストラクションの意義　日本赤十字豊田看護大学教授　大西文子　　　30分

3． プリパレーション・ディストラクションの実演　あいち小児保健医療総合センター　
棚瀬佳美、平野裕子　　45分

4． 病院におけるプレイルーム整備　　子ども健康フォーラム運営委員長　篠原佳則　　　　　　 　10分
5． 意見交換と総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　5分
